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化學原子債に就て(講演)理 學薄士 堀 場 信 吉
第二卷 合 本 目 次 定價金四圓五給錢
障 腦の蒸氣壓測定(豫報)理 學1:吉 本 暇_
・沃化砒素の蘇 壓瀧. .・..{騾 厭 ヒ ・ー>r..F..c-1'
gin=・ケ・の擁 鯲 け・一酸化素の分解(㈱ 一{靆"鑁 揚泰信u
持殊の膠質系に鮒 して「ワイゲルト効果」の撮1艮第一報(補 遣)

























































軒 。。グ.。IL{ftる銅雌 の確{鑑 肇 圭
ワイゲル ト効 果の研究(第二報)主に光鹽 化銀 に貌て・…・…・理 墨 士 今 堂 健 雄
光・よ・蝋 ・成螂 二獅 懶 の生成{霾 鷺 碧為 驪








































































x,化 合物の極 性に61Lする一般的考察(其 二)
理離博士
理r,!士

























































・鹽化第 一as及臭化第一銅 の光化學反應 に關 する研究……… 理 墨 士
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第 七卷 第 一・輯 目 次 定價金壹圓參拾錢
遐元ニツクルの水素吸juIt就て(第一報)飯 島 俊_郎
遑元ニツケルの水素吸着に就て(低温に於ける水素吸着)(第二報)…飯 島 俊 一 郎
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東北帝國大學教授 理學博士 大久保準三先生著
警最新物理學講義
定 價 金 五 圓 迭料金貳拾貳錢
最 近 數 年 間GL於 け る物 理 學 の 發 逹 は 實 に 著.しcrもの が あ
3共 應 川 も亦 全 く長 足 の 進 歩 を見 る に 至 つ 泥。 著 者 が 前
著「物 理 學 講 義、を公 に した の は 既 に五 年 前 で あ る。 今 囘 世
界 の 物 理 學 の 進 歩 に 鑑 み 前 著 を改 版 し昭 和 六 年 二 月 改 正
の 中 等 数 育 物 理 學 歡 授 要 目 に 準 鏤 し全 篇 の 組 織 を 改 め 共
基 礎 的1`P原 則 及u法 則 の 物 理 學 的 意 義 を 読 明 し 系 統 あ
3統 一 あ る根 本 的 知 識 を詳 逑 し た る は い ふ ま で も な く更
に 最;翫の 學 設 を 網 羅 し て 新 時 代 に適 應 せ し め 且 口常 生 活
GL於て屡h遭 遇 す る雜 多 の 事 項 を も 加 へ 實 際 的 蓮 用 に 資
せ しめ ん と し尢 の が 本 書 で あ る。 徇 挿 圖 も十 分 に 注 惷 し
一直 接 實 驗 し た 實 物 寫 眞 を 多 く收 め 機 械 器 具 の 如 き も多 く
實 物 の 寫 眞 を 以 て しri。又 各 種 の 問 題 を多 数 探 鋒 し其 模
範 的解 法 を 示 す な ど懇 切 叮 嚀 至 れ う盡 せO-e;ある。 要 す
.るに.本書 は 著 者 が 豊 冨 な る學 識 と最 新 の 學 読 と を 以 て 物
理 學 杢 般 に 亙 ウ縦 横 に 解 説 しYzるも の,杢くuを 絶 つ た
好 著 で あ る。 中 等 學 校 物 理 學 教 授 に は 貴 重 な る教 授 資 料
で あ 動學 生 諸 子 に は 無 二 の 自修 嘗 參 考Y3で あ る。'實に 本'
書 は物 珊 學 專 攻 者,中等 學 校 敏 師 學 生 高 等 諸 學 校 受 驗 生fr,
他 苟 も物Fr:學を 學ザ ん と す るtzは 必 備 の 最 高 模 範 講 義
で あ る 。
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京都帚國大學教授.理學博士 園 幽正 造 著
高 等
敬 育 代 數 學
定贋金貳囿五拾錢 逡料金拾四錢
高 等 代 數 學 の 階 梯 文 檢 受 驗 者 の 參 考 書
本 害 は 中 等 學 校 を 畢 へ て 高 等 代 敷 學 を修 め ん こ す る人 々
の た め に階 葛 ε な3,又 同 時 に文 檢 受 驗 者 の た め に 適 切 な
自 習 書 で もあ るo即 ち
一 本 晝 の 敍 邇 は 前 後 編 を遞 じ各 項 目 に 就 き;其の 枝 葉 末
節 に 亘 る事 柄 を 避 け,英の 本 筋 こ も見 る べ きrrを詳 説 し
て 要 黙 を ぱ 明 確 に指 示 す る や う に努 め て あnま すoそ
して 琵 の 程 度 の 著 書 に は 些 か 微 に 入 る傾 きあ る もの は
總 ぺ て これ を 難 題 の 部 に廻 は して 設 明 が 加 へ て あnま
す。 從 つ て 例 題 並 に 演 習 に課 して あ る問 題 は 所 得 の會
理 得 解 に資 し逕 用 練 習 に適 切 な もの を 選 ん で あ ります。
そ して 稍 難 解 の もの に は ヒ ンhを 附 して 獨 習 者 の 便 宜:
を 計 つ たo
_,文 檢 受 驗 者 の セ め に 特 に 雜 題 の 輯 集 に少 な か ら ざ る
努 力 を 遘 く して 問 題 を 廣 範 圍 に 亘 つ て 選 び,各趣 の 問 題
を悉 く網 羅 し文 檢 問 題 の 如 き も總 て 之 を適 當 の 場 所 に
挿 入 して あ る。
本 雷 はis上の 如 き 方 針 で 編 述 しizもの で あ る か ら 高 等 代
數 學 を修 め ん こす る人 々並 に文 檢 に應 せ ん こ す る人 々 は
勿 論 徇 又 中 等 學 校 の 敷 員 諸 君 に 取 つ て も極 め て 有 益 な る
參 考 書 で あ る。
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定 便 金 八 圓 迭 料 金 二 十 二 錢
近 世 代 藪 學 の 劃 期 的 發 達 を招 致 しカ もの は 實 に十 九 世 紀
末 に現 は れ 尢 群 と髄 と の 理論 で あ る。 か の 方 程 式 の 可 解
性 に 開 す る疑 問 や 或 は 希 膿 以 來 未 解 決 の 儘 で 殘 さ れ て ゐ
穴 作 圖 問 題 等 に對 し明 快 な解 決 を興 へ た も の は 此 の 理 論
で あ る。 更 に 代 數 學 を 新 遺 展 望 の 下 に 朋 展 せ し め た もの
も亦 此 の 理 論 で あ る。 實 に群 と體 と は 現 代 の 代 數 學 の.根
澣 を な し今 や 正 に 數 學 の 一 部 門 を 形 成 す る に 至 つ π。 尚
轟 と體 と は 數 學 の 他 の 部 門 に あ つ て も或 は奥 底 に 潜 み 或
1は表 面 に 顯 は れ て 重 要 な役 目 を 演 ず る。 さ れ ば 現 代 の 數
學 を究 めhと す る者 に は 勿 論,まπ 廣 く數 學 の 基 礎 的 考 察
を な す 者 に取 つ て も必 要 缺 くべ か らざ る 概 念 で あ る。 而
も 乙 れ に 闕 す る著 逑 は 我 が 國 に 於 て は 皆 無 で あ る。 著 者
・は 乙れ を 逡憾 と し て 兩 者 を上 下 二cz分 ち 世$'rfiL於け る
逅 世 代 數 學 の援 逹 を 大 觀 し 更 に 自 ら の 創 意 を加 へ て 本 書
を 完 成 す るUt至つ た。 著 者 は 一 般 讀 者 の 鴆 に微 細 の 點 に
立 入 らず 努 め て大 綱 を 竭 げ て そ の 本 領 を 容 易 に 理 解 せ し
め るZとsz;を 用 ひ て ゐ る。1雪に 本 書 は近 世 代 數 學 の 發
逹 とそ の 趨 勢 と を 一 日 の 下Gt然 凌 ら し め る好 個 の 著 邇
で あ る。
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『獄 鰓 蠢越 駿鬘





學説 を網羅 して著者多年の研究 を要約 し斯學の最尖端の動 きを如實に
述べ尤 もので歐米に於て も殆 どその類書 を見 ざる底のものであ る。
1・生殖細胞の生立ちよめ受精、分割を經 て發育の初期cz至る經過 を詳
逋 し、一方には共準備 として發生學の歴史、細胞及u細 胞分裂 に關
す る設明を與へ、他方には發生に俘ふ問題として處女生殖、邇傳、
性別の原因等 を論 じ;セ。
.a.女 生殖、性 と逡億等の方面 には最新の知皸 を紹介し泥。'例へば精
子 を興へず して人工的に卵を發育させ る所謂人工處女生殖、或は核
を除 去した卵子に精子が入つて發育を逾げ る童貞生殖、雌が雄 とな
.わ 叉雄が雌 に變 じて生殖を行ひ得るに至 る性 の轉換、其等の結果と
して!i:ずる子の性、牛身つつ雌 と錐とが!;;3.れた樣 な雌雄篏 昏
體の動物.雌 雄何れにも鹿せ滋問性のもの、或は程度を越 鮮 ～超性
の雌雄等に關する研究は、本書に於て始めて紹介せ られだ興味深い
問題で正cr輓近の生物學が到逹 した驚 くべ き成功の一端 である。
3・挿冏百五十餘:苅竚新で珍奇な興 味の深いもの を選 んだ。
著者は我國動物學界の権威、而 も邦語で書かれだ細胞學、逾隊學等の・
專F騨享は二三之を見 るが肢生學を主題として共等 の醐題に及んだ著書
は登 く本書 を以て嚆矢 とする。生物FyY`門に志す士は勿論 、醫者や
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自然科學 研究叢 露 第三綴
最 新 刊
京都帝國大學歡授 工學博士 喜 多 源 逸 編
定 價 金 拾 圓 逸料金貳拾四錢
我 が 國LL於 け る 油 脂 化 學 は 最 近 著 しV'進歩 を 來 し油 脂 工
業 は 大 工 業 と し て 現 に 盛 に 行 は れ て ゐ る の ぞ あ る が,而も
そ れ に 關 す る箸 書 と し て は 汢 本 博 士 の 海 産 動 物 油 脂 及 本
邦 植 物 油 脂.を除 い て 基 本 的 の 著 賞 は 一 も な く其 の 研 究 者
並 に 當 業 者 は 專 ら外 國 脅 に よ らな け れ ば な ら淤 歌 態 で あ
る。 本 書 はzの 缺 陷 を 充 さ ん が 尢 あ に 編 纂 せ ら れ ぬ もの
"1{者は 京 都 帝 國 大 學 を 中 心 とす る 各 専 門 家,内容 は 最 近
iZ'i?るま ぞ の 邦 人P(iC外人 の研 究 に な つ7zも の.を悉 く網
羅 し又 其 の 賓 驗 の 方 法 は 原 文 を參 照 せ ず と も十 分 に 會 得
出 來 る や うlt詳述 せ られ て ゐ る。 荷 試 驗 法 中 に は 獨 逸 標
準 試 驗 法 第 二 版 が 挿 入 せ られ て ゐ る か ら當 業 者 に 取 つ て
此 の 上 も な く有 用 な も の で あ る。 本 書 は 實 に斯 業 に 關 す
る極 め て 完 備 しYzで 邦 文c:よ つ て 轡 かxly2最初 の 好
著 で あ る。
■ 覧卩..一r_一r一
